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一
瞬
の
光
景
や
感
動
を
17
文
字
で
表
現

子
ど
も
た
ち
の
感
性
光
る「
俳
句
大
会
」

　

合
併
10
周
年
を
記
念
し
た

「
内
子
町
小
・
中
学
生
俳
句
大

会
」（
内
子
町
教
育
委
員
会
主

催
）の
表
彰
式
が
12
月
19
日
、

内
子
座
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
五
十
崎
地
域

で
開
か
れ
て
い
た
俳
句
大
会

を
、
今
回
初
め
て
町
内
全
て

の
小
・
中
学
校
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。
１
２
５
３
句

の
応
募
が
あ
り
、
73
句
が
入

賞
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
最

優
秀
賞
の
受
賞
者
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　

農
村
景
観
の
保
全
な
ど
に

取
り
組
む
石
畳
自
治
会
の
活

動
が
12
月
７
日
、
日
本
ユ
ネ

ス
コ
協
会
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
未
来
遺
産
２
０
１
５
」に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」

は
、
１
０
０
年
後
の
子
ど
も

た
ち
に
有
形
・
無
形
の
文
化

や
自
然
を
残
し
、
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、

今
年
度
は
全
国
か
ら
43
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

石
畳
自
治
会
は
、
水
車
小

屋
の
復
元
や
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

の
保
護
な
ど
、
美
し
い
里
山

を
未
来
に
残
す
活
動
が
評
価

さ
れ
、
登
録
が
決
ま
っ
た
５

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち

の
１
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

近
代
化
遺
産
活
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
岡
崎
さ
ん
の
講
演

地
域
住
民
の
景
観
保
全
活
動
の
シ
ン
ボ

ル
。
石
畳
清
流
園
の
水
車
小
屋

美
の
里
を
未
来
へ
―
―
　
石
畳
地
区
を

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」に
登
録

内
子
ら
し
い
景
観
を
受
け
継
ぐ
た
め
に

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
を
考
え
る

　
「
内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
12
月

９
日
、
内
子
町
共
生
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
景
観
に

配
慮
し
た
建
物
と
し
て
ユ
ー

ミ
ー
ケ
ア
内
子
、ド
ラ
ッ
グ
コ

ス
モ
ス
内
子
店
、
愛
媛
銀
行

内
子
支
店
に
景
観
ま
ち
づ
く

り
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
西
予
市

の
岡
崎
直な

お
じ司
さ
ん
が
登
壇
。

岡
崎
さ
ん
は
、
地
質
の
違
い

が
生
む
景
観
の
特
色
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が
ら

「
地
域
特
有
の
景
観
は
教
科

書
で
は
教
え
な
い
。
そ
の
大

切
さ
や
守
り
方
は
、
私
た
ち

が
子
ど
も
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
語
り
ま
し
た
。

自主防災組織など500人が参加
大規模災害を想定した防災訓練

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
大
災
害
に
備
え
る「
27

年
度
内
子
町
防
災
訓
練
」が

12
月
６
日
、
内
子
運
動
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
子
地
区
自
主
防
災
組

織
や
内
子
町
消
防
団
、
消

防
署
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど

５
０
０
人
が
集
ま
り
、
時
間

経
過
を
念
頭
に
置
い
た
総
合

的
な
訓
練
を
実
施
。
地
域
住

民
と
防
災
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

被
害
想
定
は
午
前
10
時
頃

に
高
知
県
室
戸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の

地
震
が
発
生
し
、
愛
媛
県
南

予
北
部
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
が
出
た
と
い
う
も
の
。
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
や
要
援
護
者
の
避
難

訓
練
、
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
負
傷
者
の
搬
送
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
な
ど
実
践
的
な

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
本
隆た

か
と
し壽

内
子
町
災
害
対

策
本
部
長
は「
団
体
間
の
連

絡
・
調
整
な
ど
、見
つ
け
た
課

題
を
点
検
し
、今
後
も
訓
練

を
重
ね
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

1_女性消防団員がけが人の応急措置にあたる　2_無線で被
害状況を本部に報告する消防署員　3_内子町消防団による
中継放水訓練　4_自主防災組織がバケツリレーによる初期
消火訓練を行った　5_倒木などで埋没した車からの救出訓練
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内子町
教育委員会選

部　門 俳　句 氏名（学校名・学年）
小学校１・２年生 ふくきたらテストがでてきたあきのあさ 中村　夏唯（内子小・１年）
小学校３・４年生 じいちゃんも大好きだった大花火 山中　　稜（五十崎小・３年）
小学校５・６年生 秋晴れや今日だけ母をひとりじめ 菊地　愛花（天神小・５年）

中学生 友と見るムンクの「叫び」夏終わる 山口　愛加（五十崎中・２年）

夏井いつき選

部　門 俳　句 氏名（学校名・学年）
小学校１・２年生 おにやんましっぽがどきどきしているよ 沖野　陽菜（天神小・２年）
小学校３・４年生 大波にメガネ取られた夏の空 西本　開次（五十崎小・３年）
小学校５・６年生 梅が咲く職員室前堂々と 松岡　駿宗（五十崎小・６年）

中学生 内子座ののぼりもあくびの春の風 髙岡　俊希（大瀬中・２年）

■内子町小・中学生俳句大会　最優秀賞受賞者（敬称略）

小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
。
賞
状
と

盾
を
受
け
取
る
中
村
夏か

い唯
く
ん

消
防
団
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ

久
保
文
男
さ
ん
に「
瑞
宝
単
光
章
」

　

27
年
秋
の
叙
勲
の
受
章
者

が
11
月
３
日
付
け
で
発
表
さ

れ
、
久
保
文ふ

み
お男
さ
ん（
68
）が

長
年
の
消
防
団
員
と
し
て
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、「
瑞
宝

単
光
章
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

久
保
さ
ん
は
昭
和
51
年
に
小

田
町
消
防
団
に
入
団
し
、
班

長
、
分
団
長
、
方
面
隊
長
を

歴
任
。
ま
た
平
成
24
年
か
ら

26
年
ま
で
、
内
子
消
防
団
の

団
長
と
し
て
火
災
現
場
な
ど

の
指
揮
を
取
る
な
ど
、
38
年

に
わ
た
っ
て
地
域
の
消
防
活

動
や
団
員
の
育
成
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　

久
保
さ
ん
は「
地
域
や
団

員
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は

防
災
・
減
災
を
目
的
と
し
た

予
防
消
防
が
大
切
。
火
災
報

知
機
の
設
置
や
命
を
守
る
率

先
避
難
な
ど
、
常
に
予
防
消

防
の
浸
透
を
念
頭
に
活
動
を

続
け
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

受
章
に
つ
い
て
は「
思
い
も

よ
ら
な
い
名
誉
で
、
妻
と
一

緒
に
喜
ん
だ
。
任
務
を
全
う

で
き
た
の
は
、
団
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。伝達式が行われた12月７日、自宅で記念撮影


